ハイパフォーマンス・ワークプラクテイスは有効か : 在中国外資系企業のケース (<特集>The 2nd Rikkyo University International Business Studies Symposium "Globalization, Challenges for Managers, and Calls for Leadership") by 井上 詔三 et al.
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Ⅲ　研 究 仮 説
　Pfeffer （1998），Osterman （1994），MacDuffie 














の好業績企業を調査した Pfeffer （1994, pp.30-59）
は企業の競争力が人材に依拠しているという経験
的な発見を整理し，16 のマネジメント要素を指











































































































表 1　回答企業の進出形態 と 国籍（地域） 
進出形態 香　港 日　本 アメリカ 台　湾 ヨー ロッパ 東南アジア 韓　国 アフリカ その他 形態計
単　独 3 3 5 6 5 3 1 0 2 28
合　弁
（第 1 出資国）
10 3 3 0 4 2 2 1 0 25
合　弁
（第 2 出資国）
21 9 4 2 3 2 1 0 3 45
合　弁
（第 3 出資国）
1 0 0 0 0 2 0 0 0 3
国（地域）計 35 15 12 8 12 9 4 1 5 101



























100 ～ 299 29.1































が 3 分の 1 を占める。いっぽう，300 人以上の企











































表 6　経営方針：コスト重視 対 品質重視（出資国別）
コスト重視 品質重視 計
日系企業 3（20.0） 12（80.0） 15（100）
非日系企業 35（42.2） 48（57.8） 83（100）
計 38（38.8） 60（61.2） 98（100）











日系企業 33.3 6.7 33.3 20.0 6.7
（15）
100.0
非日系企業 30.8 34.6 20.5 6.4 7.7
（79）
100.0















日系企業 13.3 .0 6.7 6.7 73.3
（15）
100.0
非日系企業 15.2 15.2 15.2 20.3 34.2
（79）
100.0














日系企業 .0 .0 20.0 .0 80.0
（15）
100.0
非日系企業 .0 20.3 21.5 27.8 30.4
（79）
100.0






































































日系企業 .0 .0 13.3 6.7 80.0
（15）
100.0
非日系企業 11.5 14.1 28.2 7.7 38.5
（79）
100.0














日系企業 .0 .0 .0 .0 100.0
（15）
100.0
非日系企業 6.3 8.9 8.9 16.5 59.5
（79）
100.0





人　数 1 年目 2 年目 3 年目
0 9 22 23
1 15 11 7
2 13 8 7
3 7 6 4
4 2 2 4
5 3 4 4
6 5 2 1
7 0 0 1
10 5 ＊） 3 3
合　計 59 58 54


























































R 2 .248 .567
調整済み R 2 .189 .495
注： 従属変数は柔軟な業務組織。




（ⅰ） （ⅱ） （ⅰ） （ⅱ）
β β β β
ミッションの共有 .619 ＊＊ .617 ＊＊ .545 ＊＊ .545 ＊＊
厳格な選考 －.056 －.024 .062 .065
給与システム .125 .135 .197 .198
柔軟な業務組織 －.126 －.012
R 2 .396 .410 .357 .357











業績連動給 .386 ＊＊ .354 ＊＊
教育訓練投資 －.046
柔軟な業務組織 .228 ＊＊
R 2 .159 .203




























































































Katz and McKersie （1986）はアメリカの人材マネジメン
トと労使関係の変革すべき方向を示している。
2　こうした主張の重要性を筆者が認識する上で，Bob 
McKersie と Tom Kochan に多くを負っている。彼らの
主張に関しては，Ichniowski et al. （1996），Ichniowski 
and Shaw （1999）， Cappeli and Neumark （2001）参照。
3　伊藤ほか（2006）では，「高業績業務システム」と翻
訳している。




数（Kendall のタウ）は .910 ときわめて高い。
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